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1 はじめに
私たちが普段の生活の中で他者とコミュニケーションをとる
際,ノンバーバルなコミュニケーションが与える印象は非常に大
きい. この中でも特に相手に強い印象をえるものは顔であり,表
情や視線で多様な感情を表現をしたり,顔色から健康状態を推測
したりしている. このことから顔に関する研究はさまざまな方面
で行われている.
本研究では顔に関する研究の中でも似顔絵に関する分野に注
目する. 顔画像をもとに,明度や長さの異なる線の集合やその密
度で顔の濃淡を表現する方法で似顔絵を作成したものが図 1 で
ある [1]. これをもとに線が長く滑らかなお札のよう (図 2)な銅
板絵風の似顔絵を作製したのが図 3である [2]. しかし図 2と図
3 を比較すると鼻や顎の立体的な線表現ができていないという
問題点がある. 以上のことから本研究では顔画像をもとに立体的
な銅板絵風の似顔絵の表現手法について提案を行う.
　
図 1 線画像 図 2 実際のお札 図 3 従来手法
2 お札の顔の特徴
目 黒目の中心部から円が広がるように描かれ,白目の部分では
間隔が広く細い線で描かれている.また目の周りは目のエッ
ジを広げていったように描かれている.
口 下唇は縦線,上唇は斜線で描かれている.
鼻 頬からつながる線が鼻の膨らみに合わせるような曲線で表
現されている. 鼻先に行くほど線の曲がりが少なくなり,一
番鼻の高い部分はほぼ直線となっている.
3 提案手法
1. 顔器官の検出
Haar-like特徴 [3]を用いて AdaBoostを行うことで顔を抽
出し, さらにその領域内で同様に目の抽出を行う. 眉・口・
鼻は目の距離から検出する [4].
2. 色空間識別
目は YCbCr空間で白と黒を,唇や眉は HSV空間で肌色を,
肌は HSV空間で明度の差により 4段階取り出す.
3. ラベリング
識別された領域内で一番大きい部分だけ取り出しノイズを
除去する.
4. 特徴点抽出
ラベリングとエッジ抽出の結果から目尻・口角などの特徴
点を抽出する.
5. パターンとマスク作成
ラベリングの結果と特徴点から,それぞれのパターンとマス
クを作成する. 顔は長軸と短軸の値が異なる 2 つの楕円の
パターンと縦線のパターンを用意し,デッサンのハッチング
のように重ね合わせるように描くことで陰影の差をつけ立
体感を表現する. 鼻は正規分布の確立密度関数の波形を利用
し曲線を描くことで鼻の凹凸を立体的に表現する.
4 実験・考察
実験用顔画像として従来手法で使用されていたデータベース
[5]から同じ男女 20名の画像を用意し処理を実行した. 従来手法
と提案手法の方法を比較し, どちらがお札風であるか, どちらが
立体的であるかアンケートを取った. 従来手法の結果を図 4に,
提案手法の中で評価のよかったものを図 5 に示す. アンケート
の結果,7割の画像が提案手法の方がお札風と評価され,6割が立
体的になったという評価であった. 顎のライン周辺の影になる部
分を密度の濃いハッチングで描くことで,お札風である評価を得
られた. また鼻の膨らみがうまく表現できているものは立体感が
あるという評価につながった.
　
図 4 従来手法 図 5 提案手法
5 まとめ
従来手法より立体的に表現することに成功した. 頬の線と鼻の
線の交点が滑らかにつながっていないことで立体感を損ねてし
まったことが問題点としてあげられる. また髪の流れを線の集合
で描くことができれば,さらにお札風に近づくと考えられる.
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